
　②  振動数条件

　原子が光を吸収 or 放出するとき、軌道内の電子は光子を１つ吸収 or 放出して
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 その光子のエネルギー　＝　原子のエネルギー準位の差

　ところで、全プリントの量子条件を変形すると ���
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　つまり、電子軌道の円周��SU�は、電磁波のド � ブロイ波長�
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　　　　量子条件は ���
　　　　『定常状態の電子軌道では、電子波は定常波になり安定に存在する』

　　　　と解釈できる!!
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電子波の定常状態の様子

　　（Q ��の場合）

＜電子の軌道半径と「エネルギー準位」を計算してみよう！＞

　電子は、定常状態では半径�U�の円軌道上を陽子（電荷�H�）からクーロン力、
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　　　（N�：クーロンの法則の比例定数）

を受けて等速円運動しているものとする。

　電子の運動方程式の中心方向成分は ���
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量子条件より、
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Q ��の半径をボーア半径という。
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を用いると、ボーア半径は、

　　U ���� ����� �P�となる。

これを運動方程式に代入して、�U�について解くと ���

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 U�はとびとびの値になっている。
　電子が定常状態で持つ力学的エネルギー�(�は、

「運動エネルギー」と「クーロン力による位置エネルギー」の合計！

　クーロン力による位置エネルギーは、無限遠を基準にして ���
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として、力学的エネルギーの式に代入すると ���
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となる。軌道半径の式を代入して ���
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　(�は『エネルギー準位』を示している!!とびとびの値をとることに注意!!

P���H���N���K�の数値を代入すると、エネルギー準位は ���
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として与えられる。


